
「古い一戸建て中古物件を購入して生活拠点を変えたいと思うのですが…この空き家は再生（リフォーム）できますか？」と

施主様から、相談をいただいて４年。紆余曲折あり、山口市にて一年半の工期を経て昨年ようやく完成した「荒高の家」です。

施主様との出会いは、当時住まわれていたマンションの隣の部屋を改修する際、工事挨拶でお邪魔し、住まいについての立

ち話をして顔見知りになったのがきっかけでした。その工事が終わってから半年後、施主様よりご連絡を頂きました。

ご連絡をいただいてまもなく、お問い合わせ物件を拝見させていただき、座敷に上がり一目見て感覚的に「できますよ！」と

二つ返事。

しかし、本格的に見積もりをするための再調査で天井裏や床下を見てびっくり！小屋組みは材料が細い。床下は換気が

ほぼゼロで、木材、土間はカビで真っ白。シロアリ被害多数。建物の水平・直角を見ると、柱が一寸五分ほど傾き、建物自体は

手前から奥にかけて２寸ほどねじれている。どう修正したら良いのだろうか…と考えました。

ただ、後に引くことはできません。手前味噌ですが仕事度胸はあるので「何とかなるだろう」と工事を引き受けました。本物件

はおよそ築９０年。当初は伝統構法による建て方、長石による石場建て工法で建てられていたにも関わらず、繰り返し改修さ

れていくなかで現代風の仕様になり、外周部の基礎はブロック造に変更され、内装は竿縁の上にベニヤ（合板）天井、壁は土

壁を落として石膏ボードに塗り壁など、建築当時の構法を活かした面影がほとんどない･･･「もったいない」仕様になっていまし

た。おまけに、当初の改修計画は内装のみの工事で進めようとしていましたが、僕の心の中では思いっきり構造体を含めて改

修するしかない、という判断でした。

施主様に僕の考えを伝えたところ、快く「お任せしますよ」と言っていただきました。

２０２３年２月、遂に着工を迎えました。着工後にまず取り掛かったのは、既存構造体を残しての丁寧な解体と撤去。一人で１

か月かかりました。健全な構造体を残してきれいさっぱりな状態で、仮筋交いだけの現場を目の前にし、その時は途方にくれま

付け、刻み納めて、荒壁土を両面に塗り付けていきました。

ところで…この現場は車が入らないのです。着工前から想像はしていたものの、材料を運ぶだけでも一苦労。お借りした駐

車場から現場までは約５０ｍで、道幅も狭い。柱は４寸角４ｍ、足固めは７寸５分×４寸×４ｍ。これが重たかったですね。

その道のりを運ぶのにもっとも苦労したのは、三間飛ばすための梁丸太。先輩棟梁とのご縁があって入手出来た地松。推定

２５０㎏です。なんとか納めました。

した。「この先どうしよう…」と、現場に座り込んで考えました。ただ、やるしかないので一か所レベルを作り、柱・足固めの墨を

our work
若棟梁の住まいづくりとその思ひ

㈱金子工務店
https://kanekokoumuten.com
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そんなこんな、台風や大雨に冷や汗をかきながらも、何とか構造体・竹小舞・土壁塗りなど、多くの方々にご協力いただいた

おかげで無事に完了できました。「やっと造作に入れる」そんな思いだったと思います。

造作も意匠を意識しながら、僕の在庫の中でも最高の木材を使用させていただきました。ほぼ、吉野産、東物です。施主様

を長くお待たせしてしまったというお詫びの意味も込めて…。

構造計画は（株）グリーンデザインオフィスの岩田氏に、工事の区切りごとに常時微動振動計による耐震診断を行っていた

だき、最終的には当初の 2 倍の耐力がある建物にする事ができました。

ｖ

絶大なる施主様のご厚意と信頼により、僕のわがままで僕のやりたいように施工させていただきました。時間はかかりました

が、最高の建物になったと考えています。この工事を通じて、僕は一人の大工としてかなりレベルアップさせていただきました。

構造体の建築にご協力いただいた皆様や、構造計画に携わっていただいた岩田様や各協力業者様に感謝いたします。ありが

とうございました。

そして、思いました。「僕たち大工や設計士は人類を幸せにできる」ということを。伝統構法による建築は、施主様を幸せに、　

なおかつ健康にできる。施主様が健康になれば未来の子ども達の負担をほんの少しでも削減できる。地球環境もよくできる。

これから生まれてくる子どもたちのために産業廃棄物を少しでも減らしませんか？産業廃棄物などによる弊害や災害の発生を

減らしませんか？

建築と人類の関係性について今一度考えませんか？次の世代・未来のために…

最後に、僕が好きな言葉があります。アルベルト・アインシュタインが人生最後に娘にあてた手紙「愛の爆弾」です。

地球に存在する力で一番強いもの、それは「愛」であると。愛という感情を持つ生き物は人間しかいません。

愛を持って、次世代のために。これからも幸せになる建築を目指します。

『それでは、いくぞー！ 愛さえあれば何でも出来る！ １、２、３、ダー！』

（株）金子工務店 金子 寛征（２８歳）

MW 邸改修のポイント （株）グリーンデザインオフィス 岩田真次氏より

・施主と請負者の信頼関係

・狭小地施工の克服（材料搬入・重機等の施工制約→一人大工棟梁）

・伝統構法の構造体を活かしたプラン構築（耐震診断・改修設計・改修前後の耐震性確認）

・責任施工（設計と施工の共同体）

・材料、設計（意匠・構造・設備）、施工、メンテナンスの一貫フォロー体制

↑（株）グリーンデザインオフィス様より資料提供
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